
入間基地における２９年度概算要求に係る主要事業について

１．Ｃ－２の入間基地配備について

運用開始から４０年以上経過している現行の輸送機Ｃ－１の減勢に対応するとともに、航
空輸送能力を向上させるため、Ｃ－１の後継機として輸送機Ｃ－２の導入を進めています。
平成２９年度概算要求においては、Ｃ－２×３機の取得にかかる経費（約６８５億円）を

計上しており、３機のうちの１機を、平成３２年度以降、入間基地に配備することとしまし
た。
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２．次期電波情報収集機の入間基地配備について

ＹＳ－１１ＥＢ

次期電波情報収集機
（イメージ）

我が国周辺における電波情報収集能力を向上させるため、現行の電波情報収集機ＹＳ－１
１ＥＢの後継機として、次期電波情報収集機の開発を進めています。
次期電波情報収集機については、平成２９年度末以降、入間基地で飛行試験を含む、搭載

機器（次期機上電波測定装置）の試験評価を実施する予定です。
同試験評価が問題なく終了した場合、平成３１年度以降に次期電波情報収集機を入間基地

に配備することとしました。

３．Ｃ－２及び次期電波情報収集機の受け入れ施設等の整備について

平成２９年度概算要求においては、Ｃ－２及び次期電波情報収集機の受け入れ施設の整備
として、誘導路改修等に係る施設の調査経費（約１．６億円）を計上しています。
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４．航空保安管制群飛行管理隊の府中基地への移動等について

（１）概要
平成２９年度に、より効率的に航空保安管制業務を実施するため、入間基地に所在
する航空保安管制群飛行管理隊を府中基地に移動する予定です。
また、より効率的に医学実験業務を実施するため、立川分屯基地に所在する航空医
学実験隊（１・２部）※を入間基地に所在する航空医学実験隊（３・４部）と一体運
用するため入間基地に移転する予定です。
更に、より効率的に航空安全管理業務を実施するため、立川分屯基地に所在する航
空安全管理隊※を航空事故調査等の実施に適した入間基地に移動する予定です。
このため、入間基地においては、平成２９年度概算要求に関連施設整備のための調
査費を計上したところであり、その結果に基づき、今後、所要の施設整備を計画し
ていく予定です。

※ 航空医学実験隊（１・２部）及び航空安全管理隊の入間基地への異動時期は、平成３２年度
以降を予定しておりますが、調査結果により変更することがあります。

（２）概要図

５．入間基地の人員の増減について

○ 平成２８年度末定員 約４，２２０名

○ 平成２９年度末定員 約４，２００名
（約１０名※減）

※端数を四捨五入しているため


